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 現在広く使われている大規模データ分散処理フレームワークであるHadoop は
MapReduce と呼ばれる分散処理の仕組みを採用している。MapReduce の Task は大量の
データ入出力を発生させるため、TaskTracker の HDD I/O やネットワーク I/O の輻輳を
引き起こし、しばしばその処理速度が低下する。ところが、既存のHadoop の Task 
scheduler は TaskTracker の I/O 使用率に拘わらず、空き Task slot の有無のみで Task
割り当ての判断を行ってしまう。このため、クラスタ内で I/O リソース使用率の不均衡が
発生し、Hadoop の性能が低下する。 
本論文では、既存の Task scheduler を用いた予備実験を行い、Hadoop の Job 実行に
おいて、データ I/O を原因として Job 実行速度が低下する仕組みを示す。 
さらに、その結果に基づき、TaskTracker のネットワーク I/O 使用率とHDD I/O 使用
率を考慮した Task 割り当てを行う事で Job 実行時間を短縮するHadoop Task 
scheduling 方式を複数提案する。また、研究室内に構築した小規模なHadoop クラスタ
とAmazon EC2 上に構築した中規模なHadoop クラスタを用いて提案方式の性能を評価
する。提案した Task scheduling 方式を組み合わせることで、平均 6%の Job 実行時間短
縮を実現した。 
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